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こんにちは 松坂みち子 です

共
産
党
の
大
躍
進
！
総
選
挙
で
の
躍

進
は
１
８
年
ぶ
り
で
す
。

「
自
民
圧
勝
」
の
報
道
も
あ
り
ま
す

が
、
自
民
党
は
公
示
前
の
議
席
を
４
つ

減
ら
し
て
い
ま
す
。
比
例
代
表
の
自
民

の
得
票
数
も
去
年
の
参
議
院
選
挙
に
比

べ
減
ら
し
て
い
ま
す
。
自
民
党
の
小
選

挙
区
の
得
票
率
は
４
８
・
１
％
な
が
ら

議
席
占
有
率
７
５
・
２
５
％
に
も
な
り

ま
し
た
。
制
度
に
よ
り
、
民
意

が
大
政
党
本
位
に
ゆ
が
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

沖
縄
で
は
４
つ
の
選
挙
区

す
べ
て
で
、
政
府
が
無
理
や

り
進
め
て
い
る
辺
野
古
へ
の

基
地
建
設
反
対
の
オ
ー
ル
沖

縄
の
候
補
が
自
民
党
候
補
を

破
っ
て
当
選
し
ま
し
た
。
沖

縄
の
民
意
の
勝
利
で
す
。

自
・
公
で
３
分
の
２
以
上
の
議
席
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
共
産
党
が
躍
進
し
た

こ
と
と
沖
縄
の
結
果
を
み
れ
ば
、
国
民

が
安
倍
政
権
に
あ
ら
ゆ
る
問
題
で
白
紙

委
任
を
し
た
と
見
る

の
は
ま
ち
が
い
で
す
。

国
民
本
位
・
市
民

本
位
の
政
治
へ
、
ご

一
緒
に
。

みち子のひとりごと

結果！

共産党 ２１議席で議案提案権獲得
近畿ブロックは４議席！

くにしげ秀明からのごあいさつ
1４日に投開票された衆議院選挙で日本共産党は全国でも和歌山市

でも前回総選挙比で、比例の得票を伸ばすことができました。沖縄1

区の勝利とあわせて大躍進となりました。和歌山1区の得票も伸ばす

ことができました。ご支援、ご協力心よりお礼申し上げます。

この選挙では、街頭でしばしば握手を求められたり、合同個人演説

会を聞かれた方から「3人の話を聞いて決めた」と電話をいただくな

ど、数々の激励をいただきました。

8議席から21議席への躍進の力を国会議員団が存分に発揮すること

を期待するとともに、引き続き草の根から、安倍政権の暴走をやめさ
せる運動を強めたいと決意を新たにしています。

今後ともよろしくお願いいたします。

こくた恵二 宮本たけし 清水ただし 堀内てるふみ



こんにちは松坂みち子です No.209

こんにちはかとう直人です

総
選
挙
で
は
共
産
党
が
大
き

く
躍
進
、
安
倍
政
権
の
「
こ
の

道
」
の
危
険
を
暴
き
、
共
産
党

が
示
し
た
別
の
道
こ
そ
共
感
を

呼
び
ま
し
た
。
大
企
業
、
お
金

持
ち
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
た
め
の

政
治
で
は
な
く
、
働
く
人
が
大

切

に

さ

れ

福

祉

が

豊

か

に

保

障

さ

れ

、

平

和

を

世
界
に
広
げ
る
道
。

来
年
２
０
１
５
年
の
春
は
全

国
一
斉
地
方
選
挙
で
す
。
今
度

は
和
歌
山
を
大
企
業
優
遇
の
県

政
か
ら
農
林
水
産
業
を
守
り
、

福
祉
を
手
厚
く
、
若
者
子
ど
も

た
ち
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
和
歌
山
県
に
変
え
る
闘
い
。

和
歌
山
市
か
ら
共
産
党
の
県
会

議
員
を
２
名
に
な
ん
と
し
て
も
。

私
は
常
々
思
い
ま
す
。
障
害
者

も
働
け
て
、
安
心
の
住
ま
い
を

手
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
和
歌

山
、
ひ
い
て
は
福
祉
が
行
き
渡

り
、
生
活
が
向
上
し
て
産
業
も

活
発
と
な
り
、
若
者
の
力
が
発

揮
さ
れ
だ
す
と
カ
ッ
プ
ル
も
生

ま
れ
て
子
育
て
盛
ん
な
ふ
る
さ

と
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
ん
な
未
来
な
ら
素
敵
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、
時
は

待
っ
た
な
し
、
新
春
か
ら
ダ
ッ

シ
ュ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私

「
か
と
う
直
人
」
も
先
頭
で
目

立
ち
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
。

和歌山市生き活き健康都市宣言（12月議会で全会一致で採択）

年金引き下げ反対の運動を広げよう

年金は物価スライドになっていました。

2000年に物価が下がった時に年金を下げ

なかったので、（マスコミなどは、「もら

いすぎた年金」と言っています）13年たっ

て、下げなかった分を下げると去年の10

月から3年間で2 .5％下げるようになって

います。

これとは別に、年金を下げるために考え

出されたのが、マクロ経済スライドです。

これは物価が上がっても、年金調整率（年

金保険加入者の減少率と高齢者の平均寿命

の伸び率から計算）の分を上げないとし、

調整率は現在1.1％です。例えば、物価が

3％上がったとしたら、1.1％は上げない

で、1 .9％だけ上げる。これを30年間続

けるというわけです。64400円の年金は

25年たつと実質51000円になってしま

います。今年物価が上がったので、この仕

組みを来年4月から実施するわけです。来

年の年金は1 .1％と10年前の下げなかっ

た分0.5％で、1.6％の引き下げです。

この仕組みはデフレでは実施しない事に

なっていますが、今、政府はデフレであっ

ても実施する事を検討中です。

100年安心の年金とは何だったのでしょ

うか。私たちは年金引

き下げ反対の運動を一

層広げていかなくては

なりません。

(市年金者組合書記長

萩野 隆富)

海・山・川に囲まれた和歌山市。この自然の恵

み豊かな環境の中で、心身ともに健康で、教養あ

る食生活を営み、毎日楽しく身体を動かしながら、

健康寿命をより長くしていくこと、すなわち「生

き活き」過ごすことが私たちの願いです。

私たちは自らの健康を自らつくることを基本に、

お互い支えあいながら、健康づくりをすすめる都

市となることを宣言します。

私たちは
１、自らの健康をみつめ、笑顔と運
動で生き活きと過ごします。

１、地産地消の進んだ食卓を楽しみ
ます。

１、日々、楽しく身体を動かし、規
則正しい生活を送ります。

１、休養をうまくとり、心穏やかな
生活を送ります。


